
2026年度第1四半期
組合員の皆様へのご報告
専務理事 水口智子

東京大学消費生活協同組合



・5/30に2026年度通常総代会を開催し、第1号ʙ6号議案まで全て賛成多数で可決。
・特に第3号議案で2026年度ʙ2028年度中期計画を議決。

・新理事⾧を迎え、新体制の理事会での運営を開始。

理事⾧ 藤原 徹 大学教員 農学生命科学研究科 （新任）

副理事⾧ 月脚 達彦 大学教員 総合文化研究科 （重任）

専務理事 水口 智子 生協職員 （重任）

日頃より、東大生協のご利用・運営へのご参加をいただき
ありがとうございます。
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2 0 2 5 年 度 決 算
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学内構成員の食と住まいのニーズへの
対応に向けた仕組みの整備

経営状況について組合員への積極的な開示
組合員参加を促す組織の建て直し
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赤字構造から脱却するための収益確保と費用削減

2 0 2 5 年 度 決 算 の 概 括 事業剰余
7,186万円
前年差＋5,999万円

予算差＋2,813万円

当期剰余金
▲5,097万円

前年差＋8,796万円
意図して行った剰余率改善と

計画外の大幅な人件費減少により経営改善

経営構造自体はまだ赤字構造



累積剰余金の状況
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公費利用の減少

2026年度累積赤字転落の
可能性は残っている。



2 0 2 6 年 度 ʙ 2 0 2 8 年 度 中 期 計 画
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東京大学に根ざした持続可能な組織を目指します
ʙ出資・利用・参加をひろげ、組織・事業ともに強くしなやかな東大生協へʙ

（１）組合員基盤の拡充のために加入・参加を強める。
（２）２０2７年度収支均衡実現のために、効率化と利用伸⾧事業への集中を両輪で進める。



2 0 2 6 年 度 ʙ 2 0 2 8 年 度 中 期 計 画
8 つ の ア ク シ ョ ン プ ラ ン
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加 入 ・ 参 加 状 況 様 子

2026年度の新入生交流会には170名が参加。生協の利用方法や組合
員としての活動について情報共有が行われ、新入生の加入促進に大き
く貢献しました。

新入生交流会

東京大学消費生活協同組合 2026年度第一四半期総括
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諸手続き日にはほぼ全新入生が生協・共済加入状況の確認、生協アプリ
・よく使うマネー設定の確認、共済マイページ登録を行いました。

諸手続き日

新学期コアメンバー・一般スタッフと新学期事務局を中心に企
画・運営。昨年までと大きくやり方を変え、保健センター医師
による講演、ブース形式での充実した商品説明等に取り組みま
した。述べ1,917名の参加がありました。

保護者説明会
入学準備説明会

大学院生・教職員を対象とした加入促進の取り組みを実施。
3/1より非組合員への生協利用料収受を開始し、全店舗での加入案内を

強化。加入率の向上に向けた継続的な取り組みを推進しています。

大学院生、教職員への加入推進施策

キャンパス運営委員会・生協委員ミーティングを定期開催。
2025年度から再開した生協委員ミーティングでは、学生委員と職
員が一体となって運営課題を協議。2026年度第一四半期も活発な

議論が行われ、各部門の取り組みが共有されました。

生協委員
ミーティング



3 - 5月累計 損益状況
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皆様のご理解とご利用により、

第1四半期の経営状況は前年度比で事業剰余＋3,418万円の改善



5 月 累 計 の
利 用 到 達 点
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減少要因
・客数は前年比▲9.31％、予算比▲8.81％と減少。
・減少の主な要因
①販売系店舗での生協利用料収受開始による非組合員利用の減少
②観光客減少による食堂の非組合員利用者の減少

利用者数
5月累計

827,632人



供給高未達の主な要因分析
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・23,088件供給高887,577千円（昨比▲110,347千円・▲11.1％）
・部材不足により年度末までに商品を納品できない状態が発生
・教員の方々の利用控え

公費利用の減少

本郷地区食堂利用の減少

・客数201,814人（昨年比9.28％・予算比▲5.43）、
・供給高142,517千円（昨年比▲1.2％・予算比▲2.9％）

・海外観光客の減少により本郷地区食堂の大学構成員の利用
は戻ってきているものの、利用減少が発生

・供給高102,027千円（昨年比▲15.3％、予算比▲20.68％）
・2026年3月からスタートした生協利用料収受の影響で他店でも
購入できる商品群であるため利用が減少。
・主に本郷地区を中心に、食堂の外部利用者が減少したことで、
これまで食品3分類を利用していた層が食堂利用に移行。

食品系商品利用の減少



事 業 総 剰 余 と 経 費 の 動 向

事業経費の内訳と推移

・事業経費：3.49億円（前年差▲529万円、予算比▲1,277万円）
・人件費：定時職員給与は特に駒場食堂の欠員が大きく全体で予算内。

正規残業時間は前年比で削減傾向、適正管理を継続。
・物件費：前年差・予算差ともに概ね計画内で推移

・供給剰余率20.57%（前年比+1.19ポイント）を達成
・PC講座セット販売による付加価値向上が寄与
・品揃え・メニュー編成の改善により収益性が向上

供給剰余率の改善要因

・年度末公費の不調、新学期PCの予算未達、特に駒場・
本郷地区の食堂の未達、食品分類の不調。
・各店舗で人件費管理と稼働計画の見直しが必要

予算差の主な要因
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中期計画の進捗 アクションとその成果については概ね計画通り。
数値面では客数・供給高が計画未達。経費は特に職員の意識と働きで統制。

中 期 計 画 の 進 捗 と
下 期 の 重 点 課 題
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下期の重点課題

①利用減少については、アンケート分析や総代ミーティング・運営委員会を軸に
利用者目線での取り組み・対策を検討

②客数・利用回復に向けた基本の徹底、広報、マグネット商品の創出

③新財務会計システム導入に向けた研究室訪問による研究室との信頼関係づくり
④27新学期に向けた学生との連携強化とそれによる提案のレベルアップ
⑤院生・教職員加入促進のための大学とのコミュニケーション
⑥正規職員による主体的な店舗運営・権限移譲の推進＝安定した店舗運営・労働
環境改善



喜んで加入・ご利用いただける生協

組合員の皆さんの参加が欠かせません！

❶一言カード、東大生協お問い合わせフ ォーム
❷お近くの総代・生協役員へご意見を！

❸総代・生協委員ミーティング、キャン パス運営委員会

ご参加お待ちしています
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本動画の感想や東大生協へのご意見は
こちらのお問い合わせフォームにてお寄 せください。
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